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また中心性壊死が相互に連絡 し, 隣 の小葉 の 中心
性壊死とC-C結合を示したり,門脈周辺の壊死と連
























































































%の間にあって平均 39.8土 3.4%であり, いずれの型
においても, 急性肝萎縮に比べてより多くの実質面積
比すなわち残存率を示していた. そのなかの斑状肝の

















実 質 面 積 比 平 均
値20 4.0 6.0 80 19
0%急 性 網 状 肝銅 3.4
土 3.6%亜 斑 状 肝 △ l A 2
8.5± 6.1%急 頼 粒 状 肝 ･ ..-I..
35.6± 4.5%性 網 状 肝 x x 一 xxx 51.6土 4.2%
正 常 肝 i 98.3土 0.2%
表 2兼痘発生後経過日数
平 均 値40 80 120 1
60日l ▲ 一
▲急 性 網 状 肝 ●0
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網状肝 771± H3△胤 状 O





















槻 状 肝 II5±25
軸 粒 状 肝 144±21
網 状 肝 淵±19
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△斑 状 肝●●頼 粒状 肝
×網 状 肝





斑 状 肝 185土22
頼 粒状 肝 173土24
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斑 状 肝 609土 325
顧 粒 状 肝 507± 118
網 状 肝 693士 149
1000 2000










斑 状 肝 6.9土 1.9
額 粒状 肝 7.7土 1.5
網 状 肝 11.4土 1.0
4 8 12













































0急性網状肝●+x △斑 状 肝














斑 状 肝 4.8土 0.4
頼 粒状肝 5.9土 0.3
















斑 状 肝 0.86士0.10
額 粒状肝 0.81土0.ll










克 状 肝 2.87土0.ll
頼 粒状肝 2.73土0.0
























斑 状 肝 114土16
額 粒状 肝 178士53




















亜急性芸 斑 頼 網状 状 裳 状 芸 斑 頼 網
状 状 票 状肝 肝 肝
肝 肝 肝 肝 肝10-20 1 1



















































































































































































































































































































26)岡安 勲･森 亘 :肝臓.16.Ill(1975).
27)小林健一･若月寿之助･村井一郎･吉田 弘 ･





























































てい るの は .死後変化による.4 亜急性肝萎
縮のびまん性頬粒状肝.残存実質が一定大の頼粒状を呈し,′び
まん性に均等に分布している.- I 書 ≡ I -写真5.亜急性肝萎縮 の非びまん性頼粒状肝.大小の


















(日 印)がみられ. spoty再生像 (†印) があ
って,強い小嚢のひずみを伴なっている.
t ｢ 1 二 日
写真15.亜急性縞状肝.門脈域に細胞性 ･細胆管性の
反応がみられ (†印), spoty再生像 (††印) が
あって,強い小葉のひずみを伴なっている∩
写真17.写真16の弱拡大組織像.小葉中心性の壊死(†印
)と小葉末梢性の壊死 (††印)はともに高度であり,結節肥大が明瞭 (太 †印)
で,再生が進んでいる. 写真16.写真4び慢性頼粒
状肝の組織像 . nodularhyperplasi
aを伴なった再′生結節が中央にみられる.(×100
)写真18.写真5頼粒状肝の組織像.小童末梢性の壊
